
産地提案書（平成28年度） 

四国一小さな町 

高知県田野町で農業を始めませんか！ 

就農までの流れ 

 

問い合せ先：田野町担い手育成総合支援協議会（田野町まちづくり推進課） 
         住所：高知県安芸郡田野町1828番地5 

         TEL：0887-38-2813 

         E-mail：machidukuri@tanocho.jp 
 

就農相談  
農家研修（１～２年） 

 
就農・雇用就農 

田野町について 
 
 田野町は高知市から東へ約55㎞の高知県東部に位置し、東西約2㎞、南北約3㎞、総面積6.56ｋ㎡の四国で

１番小さな町です。南側は太平洋に面しており、冬になると田野海岸から「だるま夕日」が望め、町西部の大野
台地からは、高知県の海岸線を一望できます。元内閣総理大臣の「濱口雄幸邸」や江戸時代の歴史的建造物
である「岡御殿」などがあり、豊かな自然と歴史ある町です。 

 田野町の基幹産業は農業です。特に温暖な気候と長い日照時間の恩恵を利用した施設園芸が盛んに行わ
れており、ナス、ミョウガなどが栽培されています。その他にも夏にはオクラなどの露地野菜も栽培されています。
また、大野台地では、土佐あかうしをはじめとする肉用牛や、乳牛が飼育されています。 
 

求める人材 
 
 ・田野町で居住し、施設園芸（ナス等）、畜産農家として就農を目指す方 
 ・18歳以上65歳未満の方 
 ・受入農家のもとで１～２年間の実地研修を行える方 
 ・本気で就農を目指し、家族の理解・協力を得られる方 
 ・地域活動に積極的に参加できる方 
 
  ※募集人数：若干名  募集期間：随時（要相談） 

就農準備 
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就農支援等 
 

 □研修支援 
  ・県・国の支援制度を活用して最長２年間、年間最大180万円を給付します。 
   （ただし、受給には要件があり、研修終了後１年間以内に就農しなかった場合等は返還） 
  ・研修中に、ご本人の要望をお伺いしながら農地確保等の相談に応じます。 
 
 □就農時・就農後 
  ・国の青年就農給付金として最長５年間、年間最大150万円を給付します。 
   （年齢45歳未満での就農に限られるなど、受給には要件があります） 
  ・農地や施設、機械等の確保については、研修期間中にご本人の要望をお伺いして支援します。 
  ・経営開始後も町、ＪＡ、生産部会、農業振興センター、家畜保健衛生所等が様々な相談に乗りな 
   がら支援します。 
 

施設ナス農家の作業体系と経営モデル 
                                      ※就農５年後のモデルであり、所得を保証するものではありません 

 
 
 
 

 
  

 □経営面積：20ａ  □売上高：750万円  □経費：500万円  □所得：250万円 
 
 
 
 

 
肉用牛（和牛繁殖）農家の作業体系と経営モデル 
                                              ※就農５年後のモデルであり、所得を保証するものではありません 

 
 
 
 
 
 
 

 
  □繁殖雌牛飼養頭数：15頭  □売上高：550万円  □経費：300万円  □所得：250万円 
 
 
 
 
 
 ※農業経営においては、天候等の気象条件や経営者の技術レベル等によりこれらの値は変わります。 
   モデルは目安であり、所得を保証するものではありません。数値やスケジュールはあくまで参考です。 
 
 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

作業
内容 

収穫・栽培管理                        片づけ・準備 定植   収穫・栽培管理 
 

【経営モデル】 
■10ａ当たり収量16,000㎏    ■年間総労働時間4,400h 

■10ａ当たり労働時間2,200h      ■家族労働力２人＋雇用 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

作業
内容 

飼育管理 
 
 
刈取り               夏型牧草播種  刈取り              冬型牧草播種  刈取り 
                        
 

【経営モデル】 
■分娩間隔410日以内（出荷子牛11頭/年）   ■１頭当たり売上50万円 

■年間総労働時間1,825h      ■家族労働力１人+臨時雇用 


